
　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
主
催
、
経
済
産
業
省
後
援
に
よ
る
「
第

回
優
秀
環
境
装

置
表
彰
」
の
対
象
装
置
お
よ
び
受
賞
者
が
、
こ
の
ほ
ど
決
ま
っ
た
。
同
表
彰
事
業
は

優
秀
な
環
境
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全
技
術
の
研
究
・
開

発
と
環
境
装
置
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
回
は
経
済
産
業

大
臣
賞
が
贈
ら
れ
た
タ
ツ
ノ

東
京
都
港
区

の
「
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー
パ
ー
液
化
回
収

シ
ス
テ
ム
」
を
筆
頭
に

件
が
栄
誉
に
輝
い
た
。

６月 日に東京・芝公園の機械振興会館で
表彰式が行われた（日本産業機械工業会提供）

第回優秀環境装置表彰環境保全技術の開発・普及を促進
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ア
タ
カ
大
機
の
電
気
浸
透
式
汚
泥

脱
水
機
「
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ク
」

は
、
電
気
浸
透
作
用
と
い
う
汚
泥
粒

子
の
間
で
生
じ
る
水
の
移
動
現
象
を

利
用
し
た
脱
水
技
術
だ
。
汚
泥
の
含

水
率
は

―

％
に
ま
で
抑
え
ら

れ
、
従
来
の
遠
心
分
離
方
式
に
比
べ

汚
泥
量
を
約

％
低
減
で
き
る
。
ま

た
、
汚
泥
再
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ク
に
よ
り
生
成
さ

れ
る
低
含
水
率
汚
泥
は
、
熱
回
収
施

設
の
助
燃
剤
と
し
て
も
利
用
可
能

で
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
削
減
に
も
貢
献
で
き
る
。

　
電
気
浸
透
作
用
時
の
ジ
ュ
ー
ル
熱

は
脱
水
後
の
汚
泥
中
の
大
腸
菌
群
数

を
大
幅
に
減
収
す
る
た
め
、
脱
水
汚

泥
は
衛
生
的
で
取
り
扱
い
や
す
い
。

さ
ら
に
、
脱
水
汚
泥
の
堆
肥
化
で

た
い
ひ

は
、
汚
泥
は
無
菌
か
、
そ
れ
に
近
い

状
態
の
た
め
生
物
相
互
の
干
渉
作
用

が
な
く
細
菌
増
殖
が
活
性
化
、
発
酵

が
促
進
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
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収
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ア
サ
ダ
の
「
エ
コ
サ
イ
ク
ル
オ
ー

ロ
ラ
」
は
、
帯
電
分
離
式
フ
ロ
ン
回

収
・
再
生
装
置
。
安
価
、
小
型
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
移
動
式
で
使
い
や

す
く
、
フ
ロ
ン
再
生
の
純
度
が
高

く
、
速
度
も
速
い
の
が
特
徴
だ
。

　
同
装
置
は
液
状
フ
ロ
ン
を
ガ
ス
化

し
、
オ
イ
ル
な
ど
を
除
去
。
ガ
ス
化

の
際
に
残
る
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
や
水
分

を
新
開
発
の
帯
電
分
離
技
術
で
取
り

除
き
、
フ
ロ
ン
を
新
品
同
様
に
再
生

す
る
。
フ
ロ
ン
を
装
置
に
１
回
通
す

だ
け
で
再
生
が
で
き
、
再
生
す
る
フ

ロ
ン
は
高
純
度
で
、
Ｒ

再
生
冷
媒

の
フ
ロ
ン
品
質
基
準
値
に
達
す
る
。

普
及
が
予
想
さ
れ
る
混
合
冷
媒
フ
ロ

ン
Ｒ
４
１
０
Ａ
に
も
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
同
装
置
は
フ
ロ
ン
の
種
類

に
よ
っ
て
オ
イ
ル
の
入
れ
替
え
が
不

要
な
た
め
、
作
業
時
間
の
短
縮
が
図

れ
る
。
数
カ
月
で
初
期
投
資
分
の
費

用
を
回
収
で
き
る
な
ど
経
済
性
に
優

れ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
も
高
い
。

タ
ク
マ
／
日
本
サ
ー
モ
エ
ナ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム
燃
焼
式
高
効
率
・
ミ
ニ
マ
ム
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
イ
ラ

　
タ
ク
マ
と
日
本
サ
ー
モ
エ
ナ
ー
が

共
同
開
発
し
た
「
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ィ
ル

ム
燃
焼
式
高
効
率
・
ミ
ニ
マ
ム
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ボ
イ
ラ
」
は
、
バ
ー
ナ
を

縦
長
の
薄
膜
火
炎
に
し
た
こ
と
で
、

高
温
部
を
抑
制
し
、
火
炎
冷
却
を
促

進
さ
せ
る
こ
と
で
、
サ
ー
マ
ル
窒
素

酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

の
生
成
を
抑
え

た
。
バ
ー
ナ
内
部
で
は
燃
料
と
一
次

空
気
を
噴
射
直
前
に
予
混
合
し
、
燃

焼
室
中
で
火
炎
が
片
壁
に
偏
る
よ
う

に
噴
射
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
燃
焼

室
内
に
大
き
な
循
環
流
を
形
成
し
、

ガ
ス
の
自
己
撹
拌
を
促
す
こ
と
で
、

一
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

を
抑
制
し

た
。

　
同
ボ
イ
ラ
は
従
来
の
燃
焼
技
術
で

達
成
で
き
な
か
っ
た
低
空
気
比
１
・

で
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
は

、
Ｃ
Ｏ
は

と
低
レ
ベ
ル
の
抑
制
を
実
現
し

た
。
低
空
気
比
燃
料
に
よ
り
、
ボ
イ

ラ
効
率
は
１
・
５
％
向
上
し
、
送
風

機
の
消
費
電
力
も

―

％
削
減
可

能
と
な
っ
た
。

日本産業機械工業会会長賞

経済産業大臣賞
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収
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タ
ツ
ノ
の
「
エ
コ
ス
テ
ー
ジ
Ｌ

ガ
ソ
リ

ン
荷
卸
時
向
け

」
「
エ
コ
ス
テ
ー
ジ
Ｄ

車
両
給
油
時
向
け

」
お
よ
び
給
油
ノ
ズ

ル
「
ベ
ー
パ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
機
能
付
ウ
ル
ト

ラ
ノ
ズ
ル
」
は
、
地
下
タ
ン
ク
へ
の
荷
卸
時

や
給
油
時
に
発
生
す
る
ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気

ベ
ー
パ
ー

を
高
効
率
に
回
収
・
液
化
さ

せ
、
ガ
ソ
リ
ン
液
と
し
て
の
再
利
用
を
可
能

に
し
た
。

　
ベ
ー
パ
ー
独
特
の
臭
い
を
消
し
、
発
生
し

た
ベ
ー
パ
ー
の
回
収
効
率

％
以
上
を
維
持

で
き
る
ほ
か
、
液
化
に
よ
る
回
収
量
の
「
見

え
る
化
」
を
業
界
初
で
達
成
し
た
画
期
的
な

装
置
で
あ
り
、
ベ
ー
パ
ー
の
排
出
の
抑
制
、

環
境
汚
染
物
質

Ｖ
Ｏ
Ｃ

の
拡
散
防
止
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
再
生
、
取
扱
者
の
安
全

確
保
に
大
き
く
貢
献
す
る
。

　
同
装
置
は
設
置
工
事
が
簡
易
な
た
め
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る

ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー
パ
ー
排
出
施
設
な
ど
に
展
開

を
目
指
す
。

破
砕
機
（
エ
コ
セ
パ
レ
分
離
・
破
砕
機
）

中小企業庁長官賞
エ
ム
ダ
イ
ヤ

　
エ
ム
ダ
イ
ヤ
は

「
も
っ
た
い
な
い
！
」

を
カ
タ
チ
に

が
企
業
コ
ン
セ
プ
ト
。
今
ま

で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
低
価
値
の
物
を
高
価
値

に
変
化
さ
せ
た
り
、
再
生
不
能
と
さ
れ
た
機

械
を
新
た
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
り
す
る
こ
と

な
ど
を
社
会
的
使
命
と
し
て
い
る
。

　
今
回
、
受
賞
し
た
「
エ
コ
セ
パ
レ
分
離
・

破
砕
機
」
は
廃
基
板
や
携
帯
電
話
、
小
型
家

電
、
廃
車
両
部
品
な
ど
の
異
素
材
混
合
物
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
破
砕
と
分
離
の
工

程
を
１
台
の
装
置
内
で
行
う
画
期
的
な
製
品

だ
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
た
工
程
に

対
し
、
剥
離
に
よ
る
独
自
技
術
の
導
入
で
、

破
砕
・
分
離
・
選
別
を
少
な
い
工
程
で
可
能

に
し
た
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
を
飛
躍
的
に
抑
え
ら
れ
、
既
に
大
手
家
電

量
販
店
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
電
線
メ
ー
カ

ー
の
グ
ル
ー
プ
会
社
や
精
錬
会
社
な
ど
に
納

入
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
業
界
に
実
績
が
あ

る
。

日
本
産
業
機
械
工
業
会
主
催

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ７月１９日 木曜日 　　

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
の

優
秀
環
境
装
置
表
彰
は
、
１

９
７
４
年
度
に
「
優
秀
公
害

防
止
装
置
表
彰
事
業
」
と
し

て
開
始
し
た
。

年
度
か
ら

は
地
球
環
境
保
全
を
考
慮
し

た
装
置
も
表
彰
対
象
に
加
わ

り
、
名
称
も
現
在
の
「
優
秀

環
境
装
置
表
彰
」
と
変
更
さ

れ
た
。
今
回
で

回
を
数
え

る
伝
統
あ
る
表
彰
制
度
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
表
彰
の
対
象
は
事
業
活
動

や
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
よ

っ
て
生
じ
る
汚
染
な
ど
を
除

去
、
軽
減
ま
た
は
発
生
を
防

止
す
る
た
め
の
装
置
な
ど
、

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
も

の
。
分
野
は
大
気
汚
染
防
止

装
置
、
水
質
汚
濁
防
止
装

置
、
廃
棄
物
処
理
装
置

再

資
源
化
装
置
含
む

、
騒
音

・
振
動
防
止
装
置
、
悪
臭
処

理
装
置
、
土
壌
・
地
下
水
汚

染
修
復
装
置
、
そ
の
他
地
球

環
境
保
全
に
関
す
る
装
置
の

七
つ
。
た
だ
し
、
移
動
発
生

源
に
関
わ
る
も
の
と
、
環
境

測
定
機
器
類
は
対
象
と
し
な

い
。
ま
た
、
実
証
プ
ラ
ン
ト

を
含
め
原
則
６
カ
月
以
上
順

調
に
稼
働
し
た
実
績
が
要
求

さ
れ
る
。

　
審
査
は
関
係
法
令
の
規
制

値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
技
術
の
独
創
性

・
耐
久
性
・
安
全
性
・
維
持

管
理
の
容
易
さ
な
ど
を
含
む

装
置
性
能
、
製
造
・
稼
働
上

の
経
済
性
、
将
来
の
普
及
性

の
観
点
か
ら
評
価
す
る
。

　
審
査
委
員
会
で
は
、
ま
ず

予
備
審
査
を
行
い
、
そ
こ
で

高
位
の
評
価
を
得
た
装
置
に

つ
い
て
、
実
地
調
査
を
含
む

詳
細
な
審
査
を
実
施
す
る
。

入
賞
候
補
を
選
定
後
、
最
終

的
な
総
合
審
査
で
、
各
賞
が

決
定
さ
れ
る
と
い
う
慎
重
で

厳
正
な
手
順
が
踏
ま
れ
る
。

　
今
回
は
昨
年

月
５
日
に

募
集
を
開
始
し
、
今
年
１
月

日
に
締
め
切
ら
れ
た
。
応

募
件
数
は

件
。
部
門
ご
と

に
み
る
と
、
廃
棄
物
処
理
装

置

件

２
分
野
で
の
申
請

３
件
含
む
、水
質
汚
濁
防
止

装
置

件

同
１
件
含
む
、

そ
の
他
地
球
環
境
保
全
装
置

５
件
同
４
件
含
む
な
ど
。

こ
れ
ら
の
中
か
ら
表
に
示
す

件
が
各
賞
に
輝
い
た
。

　
経
済
産
業
大
臣
賞
、
経
済

産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
長

賞
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
、

日
本
産
業
機
械
工
業
会
会
長

賞
に
加
え
、
経
済
産
業
大
臣

賞
、
経
済
産
業
省
産
業
技
術

環
境
局
長
賞
、
中
小
企
業
庁

長
官
賞
を
受
賞
し
た
装
置
の

研
究
・
開
発
に
携
わ
っ
た
開

発
者
に
対
し
て
、
日
本
産
業

機
械
工
業
会
会
長
よ
り
表
彰

す
る
。


